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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】従来のくず入れに加えてティッシュペーパーの
箱を保持させることによって、ティッシュペーパーを使
用後すぐに捨てることが出来、なお且つ置場所もとらな
いので便利である。
【解決手段】家庭用くず入れの対面する２面に市販の箱
型ティッシュペーパーの断面の大きさを切り取り、そこ
に箱型のティッシュペパーを入れ、くず入れと一体とな
るようにするものである。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
家庭用くず入れの対面する２面に市販の箱型ティッシュペーパーの断面の大きさを切り取
り、そこに箱型のティッシュペーパーを入れ、くず入れと一体となるようにした箱型ティ
ッシュペーパー収納付くず入れ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
箱型のティッシュペーパーを収納できるくず入れである。
【背景技術】
【０００２】
従来のくず入れは、単にティッシュペーパーなどを捨てることのできる開口部があるのみ
であった。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
従来のくず入れに加えてティッシュペーパーの箱を保持させることにより、ティッシュペ
ーパーを使用後すぐに捨てることが出来、なお且つ置場所もとらない。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
ティッシュペーパーを使用する際くず入れを必要としますが、その２つをセット化するこ
とで便利さとスマートさを兼ね備えたものであり、切れ込みの位置はくず入れの中央、端
等くず入れのデザインによって自由に入れられるようにした箱型ティッシュペーパー収納
付くず入れである。
【考案の効果】
【０００５】
ティッシュペーパーの箱とくず入れを一体化することにより、ティッシュペーパー使用後
にすぐに捨てることが出来て便利である。また、２つを１つにまとめることによってティ
ッシュペーパーの置場所も確保されるので、場所をとらないものである。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
家庭用のくず入れの対面する２面に市販のティッシュペーパーの箱の断面の大きさの切れ
込みを入れ、そこにティッシュペーパーの箱を入れ、くず入れと一体となるようにした箱
型ティッシュペーパー収納付くず入れである。ティッシュペーパーの使用後、くず入れを
必要としますが、その２つをセット化することで便利さとスマートさを兼ね備えたもので
あり、切れ込みの位置はくず入れの中央、端等くず入れのデザインによって自由に入れら
れるものである。ただし、くず入れをふさいでしまわないほうが使いやすくて便利である
。
【実施例】
【０００７】
箱型ティッシュペーパー収納付くず入れ、図１．１．くず入れ本体開口部上面中央に２．
ティッシュペーパーの箱が保持されるように３．の形状に切り取る。図２．１．くず入れ
本体開口部上面端に２．ティッシュペーパーの箱が保持されるように３．の形状に切り取
る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）（ｂ）は第１実施例の斜視図である。
【図２】（ａ）（ｂ）は第２実施例の斜視図である。
【符号の説明】
【０００９】
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１．くず入れ　２．箱型ティッシュペーパー　３．切り取り部

【図１】

【図２】
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